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超高精度地質圧力計の開発
Development of high-precision geobarometer
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マントル捕獲岩は，我々が手にする事が出来るマントル物質の一つである．マントル捕獲岩は由来深度が分からない
ため，この岩石を用いて地球深部の定量的な議論をするためには，地質圧力計を適用して由来深度を復元することが重
要である．
　マントル捕獲岩にはスピネル-レルゾライトと呼ばれる，かんらん石，斜方輝石，単斜輝石，スピネルからなる種類

の岩石がある．このスピネルを含む捕獲岩の由来深度は定性的におよそ 25̶ 90 kmといわれており，最上部マントルか
ら来た岩石である事が推定される．よって，この岩石の由来深度が精密に計りとる事が出来れば，マントル最上部で起
きている事象を定量的に議論する事が出来る．
　このマントル捕獲岩に従来から適用されてきた地質圧力計として，ざくろ石-斜方輝石圧力計とかんらん石-単斜輝石

圧力計がある．しかし，前者はざくろ石の入っていない岩石には適用出来ず，後者は分析誤差や圧力計が持つ温度依存
性の影響で圧力誤差が大きすぎる為，定量的な議論が出来ない．つまり，スピネル-レルゾライトを使って最上部マント
ルの議論をする為には，新たに高精度な地質圧力計を開発する必要がある．
　そこで，本研究では CO2流体包有物の残存圧力を圧力指標とした地質圧力計に必要である，ラマン分光法を用いた

高精度な密度測定を実現する為のラマン分光分析装置の開発と，その精度の決定を行った．開発に際して，分光器の焦
点距離を伸ばし，波数分解能を向上させた新たなラマン分光分析装置を導入した．
　サンプルは，ラマンスペクトルの強度が出やすい石英中の CO2流体包有物を使用した．また，このサンプルの包有

物中に CO2 以外の不純物が含まれるか加熱ラマン分光法で確認した．
　測定の結果，新しい装置による密度測定誤差は，± 0.0025 g / cm3（1σ）となった．この密度誤差は，圧力誤差に

する際の輝石温度計の誤差に比べて非常に小さい為，この地質圧力計の誤差は，すなわち，輝石温度計に起因する誤差
のみとなる．よって，この圧力計の深さ誤差は，大陸地殻のモホ面深度付近（30 km）で地質温度が 1000± 30° Cと見
積もられた場合で，± 900 mとなる．
　この精度があれば，最上部マントルで起きている様々な事象を地球物理的な手法よりも高解像度に議論する事が出

来る．
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